
   令和 3 年度 熊本県訪問看護ステーション連絡協議会役員会報告 

                              木村 浩美 

 

日時：令和 3 年 8 月 20 日  場所：県医師会館 （ハイブリット併用） 

参加人数： 参加 9 名  WEB5 名  欠席 2 名 

 

1 報告事項   

・令和 2 年度協議会活動報告 令和 3 年 3 月末会員 205/262 ヶ所 

・令和 2 年度管理者会及びブロック活動報告 

・令和 2 年度災害及び教育広報委員会活動報告 

・令和 2 年度収支決済 会費（204 事業所×7000） 

他で豪雨災害支援金（全国訪問看護事業協会、西宮市他 6 件）＝627000 円 

新型コロナウイルス感染症予防対策寄付金（東洋羽毛）500000 円 

出張や研修会、会議も少なく 6058388 円を次年度へ繰越とする 

*これらの寄付金については有効な活用を検討したい 

・令和 2 年度訪問看護師人材養成研修会 WEB 開催報告 

・2020 年度都道府県看護協会・都道府県訪問看護連絡協議会合同会議 WEB 開催報告 

・令和 2 年～令和 3 年度の熊本県訪問看護サポートセンター事業について 

 これまでの事業に加えコロナ禍で情報交換会が実施出来ないため、今年度は訪問現場で 

の感染管理の DVD を制作予定 

金沢会長より、メディカルネットへの参加を促し、医師や他機関との連携・フィードバッ 

クツールとして活用してほしいとの意見 

・令和 3 年度都道府県訪問看護ステーション連絡協議会交流会報告 

・新型コロナウイルス感染症に関する支援体制について 

・熊本県訪問看護ステーション実態調査結果報告（サポートセンター実施） 

 目的：安定的な運営のための課題の明確化と解決策の検討 52.4％の回収 

 設置主体は営利法人が 50％を超えており、3 年未満の事業所が 28％もある 

 訪問看護以外に 50％が訪問リハビリも実施 

 平均常勤換算（4.8 人）は全国平均（5.3 人）より少ない、人吉・球磨、天草は 3 人 

 職員の年齢は、50 歳代以上が 49％を占める 

 平均勤務年数は、1～3 年が 30％、5 年未満が 64％と離職率が高い 

 

２協議事項 

 ・令和 3 年度事業計画及び収支予算に関して 

 ・令和 3 年度総会及び在宅ケア研究会について 

  総会は、昨年と同様に文書により行う 

  在宅ケア研究会は、管理者会で企画している 10/23 の研修会をそれとみなし実施する 

  また、非会員への周知も含めるため県看護協会の共催とする 

資料 ④ 


